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1. はじめに 

視覚障害者誘導用ブロック（以後，通称の点字ブロック

を用いる）は視覚障害を持つ方を安全に誘導するために作

られたものである．以前は点字ブロックの規格はばらばら

であったが，現在では点字ブロックは JIS 規格[1]によりあ

る程度の色，形，大きさなどが定められ障害を持つ方に配

慮された設置に移りつつある[2]．しかし，点字ブロック上

に物が置かれたり，駐輪・駐車されていることも多く，そ

れにより視覚障碍者が怪我をすることが多い[3]．このよう

なトラブルを回避するために点字ブロック上の障害物を検

知し視覚障碍者に伝達するシステムが必要であると考えら

れる．そこで本稿では点字ブロック上の障害物を検出する

ための基礎的研究として，色情報とテクスチャ情報である

HOG 特徴を用いて点字ブロックを検出する方法を検討す

る． 

2. HOG特徴 

HOG 特徴は局所領域の輝度の勾配方向をヒストグラム

化した特徴量である．HOG 特徴は一定領域に対する特徴

量の記述を行う．そのため，大まかな物体形状を表現する

ことが可能であり，人検出や車検出等の一般物体認識等に

用いられている[4]． 

3. 提案手法 

形状特徴である HOG 特徴と色情報の評価値を求め，2

つを組み合わせて総合的に点字ブロックを検出する． 

3.1 HOG特徴による評価 

図 1 のような点字ブロックの正例と負例を学習画像とし

て RealAdaBoost を用いて HOG 特徴の評価値 HHOGを求め

る．実験には図 2 のようなテスト画像を用いた．図 3 は

HOG特徴のみによる識別の例である． 

 

 

 

 

 

    (a) 正例         (b) 負例 

図 1 学習画像例 

 

図 2 テスト画像例     図 3 HOGによる識別例 

3.2 色情報による評価 

3.1 の評価値 HHOGから背景が消えるようにしきい値を設

定し，図 4 のような HSV の分布を求める．その中で最も

出現頻度の高い領域周辺を第 1候補とし，平均μと分散σ2

を求め，(1)式により色情報による評価値 fHSV を求める．xi

は画像 xの注目画素である． 
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図 4 点字ブロックの HV分布(横軸 V,縦軸 H) 

 

影部分の誤認識が多いため，最も出現頻度の高い領域以

外から 2 番目に出現頻度が高い点を求め先ほどと同様に周

辺から平均と分散を求め第 2候補を決定する．   

図 5は第 1候補と第 2候補の例である．図の青色が出現

頻度の最も高い第 1 候補，赤色が第 2 候補の領域を示して

いる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 色情報による識別例 

3.3 HOG特徴と色情報による検出 

HOG 特徴による評価値 HHOGと色情報による評価値 fHSV

を組み合わせた評価値 HHOG+HSVを(2)式を用いて求める． 

 

                     (2) 

HHOG+HSV が設定したしきい値以上ならば点字ブロックと判

定する． 
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4. 実験条件 

表 1 は実験に用いた条件である．実験結果の評価には F

値を用いた 

表 1 実験条件 

 

5. 実験結果 

実験結果を図 5，表 2 に示す．画像の黒色で示した領域

は点字ブロックでないと判定された領域である．表 2 の

fHSV_T は図 1 の学習画像の正例 1000 枚から得られた HSV

の分布を用いた結果である．色情報による第 2 候補を用い

た結果については結果がまだ出ていないため，図 5 と表 2

では第 1候補のみを用いた結果を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 入力画像       (b)  fHSV 

 

 

 

 

 

この文 

 

    

(c)  HHOG          (d)  HHOG+HSV 

図 5 実験結果例 

 

表 2 実験結果 

分類器 再現率 適合率 F値 

fHSV_T 92% 44% 54% 

fHSV 70% 71% 67% 

HHOG 50% 85% 63% 

HHOG+HSV 80% 79% 78% 

 室外 77% 84% 79% 

 室内 75% 71% 72% 

 

 

 

 

 

実験の結果，HHOG+HSV では HHOG と fHSVを使ったものよ

り高い F値が得られた． 

図 5(b)から fHSVでは光の影響を受けやすく，背景で誤認

識が多いことがわかる．図 5(c)の HHOG では点字ブロック

の境界で誤認識が多いことがわかる．2 つの特徴では認識

しやすい部分がことなるため組み合わせることで結果が良

くなったと考えられる．室外画像では影や光の影響が大き

く点字ブロック領域の誤認識が多く，室内画像では背景が

点字ブロックに似た色のものが多く室外画像よりも低い結

果となった． 

 

6. おわりに 

本研究では HOG 特徴と色情報を組み合わせた点字ブロ

ックの検出方法を検討した．２つを組み合わせた HHOG+HSV

では結果が HHOGのものより 15％，fHSVより 11％良い結果

となった．色情報では光や影部分の識別が難しく，HOG

特徴では点字ブロック領域の誤認識が多かったため，2 つ

を組み合わせたことで結果が良くなった． 

しかし，色情報を用いた認識では光の影響を受けた領域

について点字ブロックとして認識が難しいという結果とな

った． 

今後は影部分や光の影響を受けている領域の検出率をあ

げるため，色情報による認識で第 2 候補を用いた手法を検

討し，さらに検出率を上げる必要があると考えられる． 
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撮影機材 OLYMPUS PEN E-P2 

テスト画像サイズ 640×480 ピクセル 

 

テスト画像枚数 

100枚(室外 80枚，室内 20枚 

        影あり 16枚) 

学習画像枚数 2000枚 

HOGセルサイズ 8×8ピクセル 

HOGブロックサイズ 2×2セル 
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